
プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「11月下旬発行予定」です。12月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[9月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

平成30年7月31日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

花と緑とまちづくり
花と緑で街を彩る
合人社ウェンディひと・まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）から

外へ出ると、美しくアレンジされた色とりどりの花が目に入ります。こ
の花はNPO法人セトラひろしま・ソーシャルガーデナー倶楽部（以下、
セトラひろしま）の皆さんが管理しています。
5月16日（水）にセトラひろしまと広島市袋町小学校の2年生、市民交

流プラザで花の植え替えをしました。子どもたちはセトラひろしまの皆
さんから、土や肥料の入れ方、花についての説明をよく聞き、花の植え
替えを行いました。作業は各グループに分かれ、お話や作業を通して

交流することができました。また、ダンゴムシを見つけたり、花につい
て質問をするなど、それぞれ活動のなかで新しい発見ができました。
この活動は袋町小学校の児童と市内を拠点に活動するセトラひろし

まの交流や環境美化活動の一環として毎年実施しています。

市民活動きっかけづくり講座
これから何かをはじ

めたい！どんなことがで
きるかな…市民活動の
きっかけに「花と緑」は
いかがですか？
市民活動の事例紹

介や実践をとおして市
民活動参加へのきっか
けになる講座を開催し
ます。
今年のテーマは「花

と緑とまちづくり」。花
の育て方、育てた花を
使用したリースづくりや
染色など、楽しみなが
ら公共空間の環境美化活動などを体験できます。
実際に活動されているセトラひろしまやNPO法人緑の風景の活動

紹介を聞くことで、市民活動がどのようなものなのか知っていただけ
ます。
新しいことに挑戦したい方、市民活動に興味のある方、お花が好き

な方、どなたでもご参加いただけるので、奮ってお申し込み下さい！
詳細については14ページをご覧ください。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲植え替えの様子

▲昨年度の講座の様子

▲活動後の鉢
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なつやなぎ／夏、柳は青々
と葉を濃くし、地面や川面
に長く枝垂れ、ときに細い
枝を風になびかせる。枝垂
れて川面を水鏡とする風情
は趣深い。

広島市
青少年
センター
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まち並みを守り伝える
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草津まちづくりの会

貴重な被爆建物を保全し守る   世界
で初めて

原爆が投下された惨状と記憶を後世
に伝える

旧被服支廠の保全を願う懇談会

江戸時代に栄えた由緒ある湯治場を守り、地域活性化を図る

湯ノ山旧湯治場利活用検討委員会
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貴重な被爆建物を保全し守る
世界で初めて原爆が投下された惨状と
記憶を後世に伝える

旧被服支廠の保全を願う懇談会 http://hifukushisho.jp/

広島には歴史ある建物やまち並みが多くあります。保全活動や地域活性化に取り組んでいる団体を紹介します。
歴史ある建物、まち並みを守り伝える

昭和20年8月6日の被爆の爪痕を残す建物
広島市南区出汐に、広島県立広島工業高等学校と広島県立

広島皆実高校に隣接する形で今も残る、赤レンガ造りの旧陸軍
被服支廠の建物。被服支廠とは、軍服や軍靴を中心に、軍事関
係の衣服や雑貨類を製造していた工場で、広島の被服支廠は、
明治38年に洗濯工場として建築され、後には全国で3番目の規模
の被服支廠として、その役割を果たしていました。最大で13棟
あった倉庫の内、現在はL字形に4棟の建物が現存し、そのいず
れもが大正2年に鉄筋・レンガ造りで竣工されました。
昭和20年8月6日の被爆直後は、臨時救護所としても使われた

建物は、峠三吉の詩にも描かれています。その貴重な被爆建物
の保全を願って、当時被服支廠で働いていた中西巌さんを代表
に、平成26年3月に発足したのが「旧被服支廠の保全を願う懇談
会」です。
「平成21年に行われた、ピースボート「ヒバクシャ地球一周証言
の航海」に被爆証言者のひとりとして参加した時に、現在、団体

の役員を務める内藤達郎さんと出会いました。当時は船を降りた
ら、被爆証言者としての役割を終えようと考えていましたが、学徒
動員として15歳の時に被服支廠で働いていた事や、そこでの被
爆体験を内藤さんに話すうちに、残っている建物をなんとか残し
伝えたい、とあらためて思うようになりました」と中西さんは発足の
きっかけを語ります。

CLOSE
UP

▲ 旧陸軍被服支廠の外観

被爆建物見学会の
様子

▲ 役員の皆さん。左から辻靖司さん、多賀俊介さん、菊楽忍さん
　 代表の中西巌さん、内藤達郎さん、天崎俊章さん

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▶子育て・親育ち

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶永岡 紘一さん
▶部屋 拓三さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶建築は語る 広島の魅力と復興の歴史を

らしっくコラム
▶まずは素敵なネーミングから始めましょう！
　近畿大学 工学部 建築学科
　谷川 大輔 准教授

11 情報の森

15 プラザ通信

修学旅行生を対象にした平和学習、被爆証言を聞く会の様子

06 ようこそ！公民館へ
▶佐伯区内公民館

被爆建物「旧陸軍被服支廠」を
正確に情報発信し、知ってもらうことから
現在は、6人の役員を中心に約200人のメンバーがいます。

「一番の課題は、旧陸軍被服支廠の建物の存在を知ってもらうこ
とです。県外の人はもちろん広島県在住の人も、あの建物が何か、
知らない人が多くいます。その人たちに向けて、正確な情報発信
をすることが大切だと考えています」と菊楽忍さん。
1棟の全長は約500メートル近くあり、その大きさはレンガ造り

の建物としては国内最大級とも言われ、戦後は、広島大学の学
生寮や県立広島工業高等学校の校舎、さらには民間企業の
倉庫としても使われていましたが、平成7年以降は使用されてい
ません。
「平成20年頃、私は被爆証言者のひとりとして広島平和記念公
園を訪れる際、必ず建物の横を通っていました。その時、あの場
所で一緒に働いていた仲間の事や、被爆直後に助けを求めて来
た人たちの事を思い出しました。また建物から、“助けてくれ”と
言った声が聞こえてくるような気持ちを抱き、その思いは日に日に
高ぶってくるような気がしてならなかったんです。声なき証言者で
ある被爆建物を何とかしたい、その大切さを伝えないといけない、
そんな思いを持って当時も今も活動しています」。
活動は、現地見学を希望する団体の窓口として、建物を管理

する広島県と調整をする他、修学旅行生を対象に現地で被爆証
言を聞く会などを行っています。平成29年度は見学者が初めて
1,000人を超え、その役割はますます大きくなっています。また、発
足5年を迎える平成31年春には、旧陸軍被服支廠で働いていた
人の証言をまとめた記念証言集の発行も計画中です。「当時、大
人から学徒動員の学生を含め最大で1,500人近くが働いていたと
記録が残る中、私の同級生で今も生きているのは10人ほどです。
被爆直後は、臨時救護所として多くの人があの場所で亡くなりま
したが、その正確な数すら分かりません。保全のためにクリアしな
いといけない条件は高く、難しい面もあります。しかし、まずは多く
の人たちに建物の存在を正確に知ってもらい、その大切さを理解
してもらう事に取り組んでいきたいと思っています」。被爆者が高
齢化する中、被爆建物の役割は年々高まっています。限られた事
しかできないもどかしさもある中、皆さんが続ける被爆建物の保全
活動に、大きな意義と熱意を感じました。

とうげさんきち

ないとうたつろう

にしなかいわお

きくらくしのぶ

0201



藩主も癒された湯治場は
国の重要有形民俗文化財
広島市佐伯区湯来町にあ

る湯ノ山地区は、古くから鉱
泉が湧き出て、寛延元年
（1748）に当時の広島藩主・
浅野吉長によって、湯治場に
指定されました。それから
270年余り、長い歴史を持つ
由緒ある湯治場を起爆剤に、
地域の活性化を図る目的で
平成25年に結成されたのが
「湯ノ山旧湯治場利活用検
討委員会」です。
「私たちが子どもの頃から親しんできた湯ノ山明神旧湯治場は、
昭和49年に国の重要有形民俗文化財に指定されました。指定当
時の保存修理から30年以上が経ち、いろんな箇所の破損や腐朽
が著しくなって、ふたたび保存修理の必要性を感じていたんです。
修復をすることで、もっと湯ノ山温泉を訪れる人を増やして、地域
活性ができればと思いました」。会長の西尾保幸さんは語ります。
湯ノ山旧湯治場には、湯屋の上段に本殿、拝殿などの神社施
設があり、訪れた人は、拝殿にお参りして祈願。そこから、湯ノ山
旧湯治場の湯屋を眺めることができるそうです。また、通常一般
には公開されていませんが、岩崖を掘りくぼめた素朴な湯壺を持
つ湯屋の建物の板壁には、昔の湯治者が書いた句など墨書きが、
今も残されて古の趣を感じることができるとか。この度の保存修理

は、湯屋を中心に4年に
渡って行われ、平成29年
に終了。同年9月には、湯
屋の内部も特別に公開さ
れた「湯の山温泉湯治場
まつり」が開催され、地域
住民はもちろん、多くの人
で賑わったそうです。

地域一体となり、故郷の財産を守る
「昔から地域の住民にとってこの湯治場は、畑仕事が終わって
くつろぐ場所でした。旧来の湯治場の姿と、医療とそれにまつわる
信仰の様相を伝えるものとして価値が評価され、国の重要有形
民俗文化財に指定された後の昭和50年代には、7～8軒の旅館
が連なる温泉地として栄え、週末には湯治客で賑わっていました」
と西尾さんは、当時をこう振り返ります。
その後、時代の変化とともに地域の状況も様変わりし、現在は1
軒の旅館と、2つの温泉施設のみが営業。「時代が変わっても湯
ノ山地区には、霊泉のうたせ湯での足腰の治療をはじめ、健康
維持を兼ねて年間約10万人が訪れています。こうした歴史ある湯
治場を知ってもらう事が、地域の活性化の第一歩に繋がると考え
ています」。会員で旅館を営む森井和也さんは、地域をいかに活
性化させるべきかを考えています。
現在、藩主も癒した湯ノ山明神旧湯治場の湯は、湯屋の下に

ある「湯の山温泉館」の打たせ湯で楽しむことができます。今後は、
案内板の整備の他にも地域一体となったお祭りなどで、訪れる人
を増やす取り組みをしてい
きたいそうです。
「地域に古くから伝わる
物を捨てることはできません。
守り伝えるためにも、地域
のつながりを大切にし、ひと
つずつでもできることから活
動していきたいですね」と
西尾さん、森井さんは話し
てくれました。故郷に残る
文化資産を大切に自分た
ちで守ろうとする、皆さんの
強い志を感じました。

草津まちづくりの会

江戸時代のような風情が残るまち草津
1,000年以上もの昔から、漁業や海運のまちとして賑わってい

た広島市西区草津。まちの中を、西国街道が通って、江戸時代
には広島城下と廿日市宿との中継地「間宿」としても栄えていまし
た。そして今もなお、その当時の面影が、街道と路地に数多く残
るこの草津地区。平成10年8月に「草津まちづくりの会」は発足し
ました。
「全国的にも有名だった幕末か
らの老舗「大石餅店」が解体され
ることを知った建築家が、地域の
有志に呼び掛け、店で最後の餅つ
きを開催。それをきっかけにして、
歴史と文化資産を活かしたまちづく
りに関心がある人たちが集まりまし
た」と語るのは、現在、代表代行を
務める縄岡忠則さん。
街道から葉脈のように延びる路

地に入ると、何度も訪れたことが
ある人でも、うっかりすると迷って
しまうような複雑な入り組みがある
のが特長。その周囲をよく見てみると、左官の技と心意気を示
す鏝絵のある蔵や、船板壁や袖うだつのある古い家など、まる
で江戸時代にタイムスリップしたような気分に浸ることができます。

草津を訪れてもらうさまざまな取り組み
そんな古き良きまち草津を多くの人に知ってもらうために、これま

でさまざまなイベントを実施。定期的に実施しているのは「草津歴

史の散歩道ガイド」。毎回テーマを決
めて会員がガイドとなりミニ講座を開き、
その後約2時間歩いて草津のまちの
歴史を探訪しています。
また草津は港町としても栄え、古く
は蒲鉾店が数多く軒を連ね、かき養
殖も盛んで、大阪に向けたかき船が
評判を得て、広島のかきを有名にしま
した。今でも営業を続けている蒲鉾店で作った練り物や、かきなど
の魚介類を堪能できる「草津うまいもん市場」を毎年3月の第2日曜
日に開催。また、毎年9月の第1土曜日と日曜日には、まち全体を
ミュージアムに見立てたイベント「草津まちオープンミュージアム」を
開催しています。
平成15年には、現存する最大限の資料をデジタル化して記録。
草津公民館内にパソコンを設置し、町民共有設備として小さな博
物館「1,000年歴史草津まちIT博物館」を立ち上げ、誰でも自由
に資料を閲覧できる取り組みも行っています。
現在は40人ほどの会員が在籍。いわれのある社寺や、町屋の
風情を残す草津のまち並みに、懐かしさを求めて訪れる人たちの
大きな力となっています。
「草津は、幸いにも原
爆の直接的な被害を免
れて、古いまち並みが
残って、どこよりも庶民の
暮らしを感じることができ
ます。しかし、古い町屋
にも寿命はあり、その保
存をどうしていくのか。考
えて、実行していく時間
は限られています。可能
な限り後世に残していく
ためにも、多くの人に訪
れてもらい、まちの魅力を
知ってもらうことが、まず
その第一歩だと考えてい
ます」と縄岡さん。地域
の皆さんの、わがまち草
津に対する強い愛情を
感じました。

1,000年以上もの歴史、文化を活かしたまちづくり
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集
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湯ノ山旧湯治場利活用検討委員会

江戸時代に栄えた由緒ある湯治場を守り、地域活性化を図る

▲ 大正時代の湯ノ山明神旧湯治場の
　 うたせ湯（礦泉浴場）の様子

▲ 代表代行の縄岡忠則さん ▲ 森井和也さん（左）と会長の西尾保幸さん（右）

▲ 大正時代の湯ノ山明神旧湯治場の湯屋の様子 ▲ 湯ノ山明神旧湯治場の湯屋▲ 江戸時代に創業し今も宮島の御神酒を造っている小泉家 ▲ 舟板塀

▲ 今も趣ある路地には、
　 遠見遮断（ジグザグ路）などが残る

あいのしゅく

なわおかただのり

こて え

▲ 今も草津に残る鏝絵

あさ の よしなが

にし お やすゆき

もり い かず や
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